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沖
縄
県
渡と

な

き

名
喜
村
出
身
の
画
家
に
宮み

や
ひ
ら平

清せ
い
い
ち一

（
一
九
一
一
―
一
九
五
七
）

が
い
ま
す
。
宮
平
に
つ
い
て
は
、
豊
島
区
立
高
田
中
学
校
（
現
千ち

と

せ

ば

し

登
世
橋

中
学
校
）
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭

を
と
っ
て
い
た
こ
と
以
外
、
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
宮
平
が
残
し
た
作
品
を
区
で
は
四
点
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
か
な
り
劣
化
し
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

修
復
を
経
て
、
こ
の
た
び
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
《
冬
の
国こ

う
の
だ
い

府
台
風
景
》（
一
九
四
六
年
）
で
す
。
雲
一
つ

な
い
冬
の
空
と
赤
煉れ

ん
が瓦

造
り
の
建
物
、
冬
枯
れ
の
木
々
が
水み

な
も面

に
映
る
何

気
な
い
日
常
風
景
が
描
か
れ
ま
す
。
黄
味
を
帯
び
た
空
の
青
が
、
地
面
、

建
物
の
色
と
柔
ら
か
に
調
和
し
水
面
に
溶
け
て
い
き
ま
す
。
天
を
目
指
す

木
々
が
水
中
に
も
根
を
張
り
上
下
に
伸
び
て
行
く
か
の
よ
う
な
、
不
思
議

な
生
命
力
を
感
じ
ま
す
。

た
だ
こ
の
日
常
を
切
り
取
っ
た
風
景
画
も
、描
か
れ
た
「
一
九
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
」
に
着
目
す
る
と
、
ま
た
異
な
る
様
相
を
帯
び
て
き
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、
描
か
れ
た
の
は
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
の
風

景
で
す
。
国
府
台
に
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
か
ら
敗
戦
ま
で
陸

軍
が
駐ち

ゅ
う
と
ん屯

し
て
い
ま
し
た
。
地
形
図
『
船ふ

な
ば
し橋

及お
よ
び

国こ
う
の
だ
い

府
台
近き

ん
ぼ
う
ず

傍
図
』（
部
分
）

（
一
九
三
四
年
）
を
見
る
と
、
国
府
台
周
辺
に
は
野や

せ
ん戦

重じ
ゅ
う
ほ
う
へ
い

砲
兵
第
一
連

隊
や
野
戦
重
砲
兵
第
七
連
隊
、
騎き

ほ
う
へ
い

砲
兵
大
隊
が
駐
屯
し
、
西
練れ

ん
ぺ
い
じ
ょ
う

兵
場
や
陸

軍
射し

ゃ
げ
き
じ
ょ
う

撃
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
敗
戦
後
、
空
襲
被
害
の
少
な

か
っ
た
そ
れ
ら
の
軍
用
地
と
赤
煉
瓦
造
の
兵
舎
は
、
学
校
施
設
や
病
院
の

建
ち
並
ぶ
現
在
の
国
府
台
へ
と
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

当
時
の
宮
平
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
の
城じ

ょ
う
ほ
く北

大
空
襲
で

焼
失
し
た
区
域
周
辺
の
、
豊
島
区
椎
名
町
四
丁
目
（
現
南
長
崎
二
丁
目
）

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
一
方
の
郷
里
・
沖
縄
は
、
地
上
戦
と
空
襲
で
壊
滅

状
態
で
す
。
米
軍
に
よ
る
軍
政
が
開
始
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
無
し
に
は
帰
る

こ
と
も
出
来
な
い
「
ふ
る
さ
と
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
描
か
れ
た
の
が
《
冬
の
国
府
台
風
景
》
で
す
。

な
ぜ
国
府
台
の
風
景
な
の
か
、
そ
れ
を
知
る
術す

べ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
敗

戦
後
第
一
回
目
の
日
展
で
入
選
を
果
た
す
本
作
が
、
宮
平
の
「
戦
後
」
を

告
げ
る
記
念
碑
的
作
品
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。（
美
術

　
清
水
）

かたりべ
豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより
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『船橋及国府台近傍図』（部分）1934年
市立市川歴史博物館蔵

2016年10月の国府台風景。江戸川
から対岸にある和洋女子大学を望む。

宮平清一《冬の国府台風景》1946年、油彩・カンヴァス
99.5×92.0㎝、豊島区蔵
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今
か
ら
約
一
二
〇
年
前
の
明
治
二
八

（
一
八
九
五
）
年
一
〇
月
、
北
豊
島
郡
巣
鴨
村

大お
お
あ
ざ字

巣
鴨
字あ

ざ

向む
こ
う
は
ら

原
（
一
部
池
袋
村
を
含
む
）
に
、

「
警
視
庁
監か

ん
ご
く獄

巣
鴨
支
署
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
前
身
は
、
江
戸
幕
府
の
人に

ん
そ
く足

寄よ
せ
ば場

を
引

き
継
い
だ
石
川
島
監か

ん
ご
く
し
ょ

獄
署
で
す
。
当
初
、
南

葛か
つ
し
か
ぐ
ん

飾
郡
亀
戸
村
も
候
補
に
挙
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
市
街
地
ヲ
離
レ
且か

つ

土
地
高こ

う
そ
う燥

ニ
シ
テ
、

囚
徒
ノ
検
束
及
衛
生
、
又
ハ
火
災
等
ノ
憂
無こ

れ
な
き之

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
土
地
買
入
代
、
地じ

ば
ん盤

築ち
く
ぞ
う造

費
等

ヲ
減
少
ス
ル
ノ
利
益
モ
有こ

れ
あ
り之

」
と
い
う
理
由
で

巣
鴨
村
に
決
定
し
ま
し
た
。
市
街
地
か
ら
離
れ
、

火
災
等
の
心
配
が
な
い
こ
と
、
地
価
も
安
く
高

台
で
地
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
監

獄
設
置
に
相ふ

さ
わ応

し
い
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
す
。

明
治
二
一
年
一
〇
月
、
土
地
買
収
の
許
可
が

内
務
大
臣
山
県
有
朋
か
ら
下
り
ま
す
が
、
巣
鴨

村
の
山
口
藤
次
郎
ほ
か
二
七
名
の
地
主
か
ら
買

収
地
価
を
一
反た

ん
ぶ歩

平
均
一
五
〇
円
に
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
東
京
府
に
出
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
田
地
一
〇
〇
円
、
畑
地
九
〇
円
、
山
林
萱

生
地
七
五
円
で
交
渉
が
行
わ
れ
、「
何
レ
モ
異

議
無こ

れ
な
く之

承
諾
」
し
、
地
元
の
反
対
な
し
に
約

五
万
五
千
坪
（
約
一
八
万
㎡
）
の
広
大
な
土
地

が
監
獄
用
地
と
な
り
ま
し
た（「
稟り

ん
し
ん
ろ
く

申
録
一
〈
監

獄
敷
地
買
上
〉」『
豊
島
区
史
』
資
料
編
四
）。

明
治
三
〇
年
に
は
「
巣
鴨
監
獄
署
」
と
な
り
、

三
六
年
監
獄
官
制
の
公
布
に
よ
り「
巣
鴨
監
獄
」

と
改
称
し
、
司
法
省
の
管か

ん
か
つ轄

と
な
り
ま
す
。

写
真
①
は
巣
鴨
監
獄
正
門
の
絵
葉
書
で
す
。

英
語
表
記
な
の
で
外
国
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。「F

R
O
N
T
 G
A
T
E
,S
U
G
A
M
O
 

P
R
IS
O
N
,T
O
K
Y
O
,JA
P
A
N

」
と
あ
り
、
正

門
の
左
に
「
巣
鴨
監
獄
」
の
看
板
が
掛か

か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
六
年
四
月
以
降
に
発

行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
正
門
に
は

白
い
制
服
を
着
た
男
性
二
人
と
、
馬
車
、
人
力

車
が
見
え
、
門
を
入
る
と
長
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が

続
き
、
そ
の
奥
に
監
獄
の
玄
関
が
あ
り
ま
す
。

手
前
の
広
い
道
路
は
、
監
獄
の
設
置
に
伴
い
整

備
さ
れ
た
、
不
忍
通
り
に
直
結
す
る
通
称
「
監

獄
通
り
」
で
す
。
そ
の
他
に
「G

E
N
E
R
A
L
 

V
IE
W

」（
全
景
）、「E

X
T
E
R
IO
R
 V
IE
W
 

O
F
 B
L
O
C
K
S

」（
街
区
の
外
観
）、「C

E
L
L
S
 

A
N
D
 C
O
R
R
ID
O
R
 V
IE
W
E
D
 F
R
O
M
 T
H
E
 

C
E
N
T
R
A
L
 W
A
T
C
H
 S
T
A
N
D

」（
中
央
監

視
台
か
ら
見
た
独ど

く
ぼ
う房

と
通
路
）、「K

IT
C
H
E
N
 

A
N
D
 B
A
T
H
 R
O
O
M
S

」（
食
堂
と
浴
場
）、

「H
O
S
P
IT
A
L

」（
病
院
、
写
真
②
）
の
絵
葉

書
が
あ
り
、
従
来
の
監
獄
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
と

は
ほ
ど
遠
い
印
象
で
す
。
美
し
い
西
洋
建
築
と

装
飾
の
施

ほ
ど
こ

さ
れ
た
内
部
、
整
然
と
配
置
さ
れ
た

街
路
樹
な
ど
、
一
般
に
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
構
内
の
様
子
を
絵
葉
書
で
紹
介
す
る
こ

と
で
、
近
代
的
で
衛
生
的

な
監
獄
の
イ
メ
ー
ジ
を
内

外
に
印
象
づ
け
よ
う
と
い

う
意
図
が
う
か
が
え
ま
す
。

当
時
の
巣
鴨
村
は
大
根

畑
が
広
が
る
近
郊
農
村
で

し
た
。
畑
の
中
に
出
現
し

た
、
煉れ

ん
が瓦

造
の
高
い
塀
に

囲
ま
れ
た
巨
大
な
監
獄
は
、

地
元
住
民
に
ど
う
受
け
止

め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
の
巣
鴨
監
獄
の
変へ

ん
せ
ん遷

を
み
る
と
、
大

正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
「
巣
鴨
刑け

い
む
し
ょ

務
所
」

と
改
称
し
、
翌
年
の
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
府
中

に
移
転
し
、
府
中
刑
務
所
と
な
り
ま
す
。
跡
地

は
約
三
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
、
市
ヶ
谷
刑
務
所

が
移
転
し
て
「
東
京
拘こ

う
ち
し
ょ

置
所
」
と
な
り
ま
す
。

昭
和
二
〇
年
四
月
一
三
日
の
城
北
大
空
襲
で

被ひ
さ
い災

し
、
敗
戦
後
の
一
〇
月
、
東
京
拘
置
所
と

周
辺
民
有
地
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
接せ

っ
し
ゅ
う収

さ
れ
、
翌
月
「
巣

鴨
プ
リ
ズ
ン
」
と
な
り
ま
す
（
東
京
拘
置
所
は

中
野
、
の
ち
小こ

す
げ菅

に
移
転
）。
Ａ
級
・
Ｂ
Ｃ
級

戦せ
ん
ぱ
ん犯

の
容よ

う
ぎ疑

者
と
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
収

し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
、
死
刑
執し

っ
こ
う行

も
こ
こ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
七
年
講
和
条
約
に
よ
り
日
本
側
に

移
管
さ
れ
「
巣
鴨
刑
務
所
」
と
改
称
し
ま
す
。

三
三
年
戦
犯
が
全
員
出
所
し
、
小
菅
に
あ
っ
た

東
京
拘
置
所
が
復
帰
し
、
三
七
年
巣
鴨
刑
務
所

が
廃
庁
し
ま
す
。
そ
の
間
、区
は
都
市
再
開
発
・

副
都
心
計
画
の
中
で
移
転
推
進
運
動
を
展
開
し
、

四
六
年
東
京
拘
置
所
が
小
菅
刑
務
所
に
移
転
し
、

昭
和
五
三
年
一
〇
月
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
以
来
、
副
都
心
池
袋
を

代
表
す
る
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

巣
鴨
監
獄
の
変
遷
は
、
豊
島
区
の
都
市
化
と

戦
後
の
復
興
・
再
開
発
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。（
郷
土

　
横
山
）

写真①　巣鴨監獄正門

写真②　病院
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柳や
ぎ
し
た下

政
衛
家
文
書
「
万

よ
ろ
ず
お
ぼ
え
ち
ょ
う

覚
帳
」（
①
）
は
、

江
戸
の
雑
司
ヶ
谷
村
で
年
寄
・
組く

み
が
し
ら頭

を
務
め
た

柳
下
安
兵
衛
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
書
き
と

め
た
覚
え
帳
で
、
そ
の
内
容
は
茄
子
苗
・
栗
・

柿
・
梅
な
ど
換
金
作
物
の
販
売
数
量
、
代だ

い
せ
ん銭

か

ら
名
主
息
子
の
婚
姻
を
知
ら
せ
る
嫁
取
り
の
触

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
「
文ぶ

ん

政せ
い

一
一
年
二
月
寺
子
屋
生
徒
の
名
前
覚
」（『
豊

島
区
史

　
資
料
編
二
』
148
頁
）
は
、
安
兵
衛
が

師
匠
を
し
て
い
た
寺
子
屋
の
入
門
者
名
簿
で
、

「
清せ

い
ど土

伝
五
郎
倅

せ
が
れ

い
ろ
は
よ
り

　
柳
下
忠
五
郎

寅
拾
三
歳
」
と
い
う
よ
う
に
、
居
住
地
・
続
柄
・

学
習
を
始
め
る
教
科
書
・
名
前
・
年
齢
が
入
門

日
別
に
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
二
月
か
ら

天て
ん
ぽ
う保

一
二
（
一
八
四
一
）
年
ま
で
の
一
四
年
間
、

一
八
三
名
分
記
載
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
近
郊
農

村
に
お
け
る
庶
民
教
育
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
資
料
で
す
。
本
号
で
は
そ
の
な
か
か
ら

教
科
書
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
特
徴
と
し
て
「
表
　
入
門
年
齢
と
教
科

書
」（
②
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
教
科

書
を
使
っ
た
学
習
で
も
、
開
始
す
る
年
齢
が
ば

ら
ば
ら
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
全
体

の
六
五
・
五
％
を
占
め
る
「
い
ろ
は
」
か
ら
の

手
習
い
も
、
早
い
子
は
六
歳
、
遅
い
子
は
一
三

歳
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
寺
子
屋
の
学

習
が
現
在
の
学
校
の
よ
う
な
一
斉
授
業
形
式
で

は
な
く
、
個
々
の
筆ふ

で
こ子

（
門
弟
）
の
実
情
に
合

わ
せ
て
師
匠
が
教
育
内
容
を
決
め
た
て
い
た
た

め
で
す
。
残
り
の
筆
子
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
段

階
に
あ
っ
た
教
科
書
か
ら
学
び
始
め
ま
し
た
。

『
名な

が
し
ら頭

』
は
、
有
名
な
姓
氏
の
頭
文
字
を
列

記
し
た
人
名
を
読
み
書
き
す
る
た
め
の
教
科
書

で
、近
世
後
期
の
流る

ふ
ぼ
ん

布
本
の
ほ
と
ん
ど
が
「
源
・

平
・
藤
・
橘
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
江
戸
城
を

中
心
に
方
角
別
に
地
名
や
神
社
仏
閣
を
集
め

た
『
江え

ど戸
方ほ

う
が
く角

』
に
は
、
戌い

ぬ

之
方
に
目
白
不

動
、
亥い

之
方
に
大
塚
・
巣
鴨
・
雑
司
谷

子
母

神
、
北
に
駒
込
、
染
井
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
ま

す
。『
都み

や
こ
じ路

』
は
、
江
戸
か
ら
京
都
に
至
る
東

海
道
の
行
程
・
名
所
・
名
物
を
集
め
た
教
科
書

で
、
他
に
中
山
道
版
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
日

本
六
十
余
州
各
国
の
名
称
を
覚
え
や
す
い
よ
う

に
記
し
た
『
国く

に
づ
く
し尽

』
と
合
わ
せ
て
、
筆
子
た
ち

は
自
分
の
居
住
地
付
近
か
ら
徐
々
に
広
い
範
囲

の
地
名
や
地
理
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

「
万
覚
帳
」
に
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
寺
社
参

詣
の
大
衆
化
に
伴
い
そ
の
行
程
を
書
い
た
、
名

所
案
内
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
つ
教
科
書
も

多
く
刊
行
さ
れ
、
豊
島
区
域
を
題
材
と
し
た
も

の
に
筋す

じ
か
い
ば
し

違
橋
よ
り

子
母
神
に
至
る
沿
道
を
描

写
し
た
『
雑ぞ

う
し
が
や
も
う
で

司
谷
詣
』
が
あ
り
ま
す
。
手
紙
に

使
用
さ
れ
る
語
句
や
例
文
を
集
め
た
『
消

し
ょ
う
そ
く息

往お
う

来ら
い

』
は
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
で
人
名
・
地
名

か
ら
語
彙
を
増
や
し
た
後
に
取
り
組
ん
だ
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
安
兵
衛
の
寺
子
屋
は
女
子

の
入
門
率
が
全
体
の
四
二
％
と
高
く
、『
女お

ん
な
て手

習な
ら
い
じ
ょ
う

状
』
な
ど
女
子
用
教
科
書
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
江
戸
の
教
科
書
の
一
部
は
、
近

代
以
降
に
も
改
定
を
経
て
使
用
さ
れ
続
け
て
お

り
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
続
く
豊
島
区
域
の
教

育
を
支
え
た
知
的
基
盤
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
郷
土

　
甲
田
）

教
科
書

入
門
年
齢

い

ろ

は

い

　よ

　く

名

頭

夫

今

の

都

路

江

戸

方

角

近

道

（

手

習

状

）

女

手

習

状

身

持

草

夕

方

国

尽

此

し

な

女
消
息
往
来

手

紙

文

一

二

一

女

子

は

奉

公

人

消

息

往

来

記

載

な

し

人

数

合

計

06　歳 4 4

07　歳 2 2

08　歳 12 1 1 3 17

09　歳 31 2 1 3 37

10　歳 36 1 1 2 1 1 1 1 2 46

11　歳 23 2 2 1 1 3 3 1 1 1 38

12　歳 6 2 2 1 1 1 3 16

13　歳 2 1 1 4

14　歳 1 1 2

不　　詳 6 1 2 1 1 1 1 4 17

人数合計 120 8 9 2 5 1 3 3 4 1 2 1 1 1 1 1 1 1 18 183

柳
下
政
衛
家
文
書
「
万
覚
帳
」
に
み
る
江
戸
の
教
科
書

① 柳下政兵衛家文書「万覚帳」にみえる寺子屋の入門者名簿

② 表 入門年齢と教科書（『豊島区史　通史編一』1981表-90安兵衛寺子屋使用教材一覧をもとに作成）



4

本
号
で
は
、
鈴
木
信
太
郎
の
処
女
出
版
で
、

辰
野
隆ゆ

た
かと

の
共
訳
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ュ

ラ
ッ
ク
（C

yrano de B
ergerac

）』（
白
水
社
、

一
九
二
二
年
、
①
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

辰
野
が
東
大
の
文
学
部
助
教
授
、
信
太
郎
が

同
講
師
と
し
て
勤つ
と

め
始
め
た
頃
の
刊
行
で
、
二

人
の
恩
師
で
あ
る
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
と
、
文

豪
、
森
鷗
外
が
序
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ュ
ラ
ッ
ク
』
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
、
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン

（
一
八
六
八
―
一
九
一
八
）
が
一
八
九
七
（
明

治
三
〇
）
年
に
発
表
し
た
ロ
マ
ン
主
義
の
戯ぎ
き
ょ
く曲

で
、
パ
リ
第
一
〇
区
に
あ
る
ポ
ル
ト=

サ
ン=

マ
ル
タ
ン
座
で
名
優
コ
ク
ラ
ン
に
よ
っ
て
初
演

さ
れ
、
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

物
語
の
舞
台
は
、
一
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
。

主
人
公
の
剣け
ん
ご
う豪

詩
人
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ

ラ
ッ
ク
は
、
実
在
し
た
人
物
が
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
彼
は
豊
か
な
文
才
と
強
い
正
義
感

を
持
ち
具そ
な

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
大
き
く
特

徴
的
な
鼻
ゆ
え
に
、
人
々
に
愚ぐ
ろ
う弄
さ
れ
、
秘ひ

そ

か

に
恋
す
る
絶
世
の
美
女
ロ
ク
サ
ー
ヌ
に
も
思
い

を
告
げ
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。あ
る
時
シ
ラ
ノ
は
、

彼
女
か
ら
美
し
き
青
年
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
へ
の
恋

を
打
ち
明
け
ら
れ
、
二
人
の
仲
介
役
を
頼
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
ま

た
、ロ
ク
サ
ー
ヌ
に
恋
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

シ
ラ
ノ
は
つ
い
に
自
分
の
思
い
を
告
げ
る
こ
と

な
く
、
二
人
の
仲
を
と
り
も
つ
こ
と
に
な
る
の

で
し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
美び
ぼ
う貌

の
持
ち
主

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
文
才
に
乏と
ぼ

し
く
、
ロ
ク

サ
ー
ヌ
へ
の
恋
文
は
す
べ
て
シ
ラ
ノ
が
代
筆
し

ま
す
。
し
か
し
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
名
で
書
か
れ

た
そ
の
美
し
い
恋
文
は
、
シ
ラ
ノ
の
彼
女
へ
対

す
る
思
い
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
次
第
に

彼
女
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
容
姿
よ
り
も
、
彼

女
を
思
う
そ
の
美
し
い
文
章
に
魅
か
れ
て
い
き

ま
す
。

物
語
自
体
は
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
、

日
本
人
に
も
親
し
み
や
す
い
内
容
の
も
の
で
す

が
、
一
二
音
綴つ
づ

り
の
韻い

ん

文
で
書
か
れ
た
原
文
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
独
特
の
表
現
や
文
化
が
散
り

ば
め
ら
れ
て
お
り
、
翻ほ

ん
や
く訳

す
る
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
語
学
に
加
え
、
文
化
や
歴
史
に
関
す
る
一

定
の
知
識
を
要
す
る
作
品
で
す
。
こ
れ
を
訳
し

始
め
た
頃
、
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
辰
野
と
信
太

郎
は
、
当
時
東
大
で
フ
ラ
ン
ス
語
学
と
文
学
の

授
業
を
担
当
し
て
い
た
、
宣
教
師
の
エ
ミ
ー

ル
・
エ
ッ
ク
に
、
授
業
で
こ
の
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・

ベ
ル
ヂ
ュ
ラ
ッ
ク
』
の
講
読
を
や
っ
て
は
く
れ

ま
い
か
と
頼
み
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
て

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
秋
か
ら
一
年
余
り
、

エ
ッ
ク
に
よ
る
シ
ラ
ノ
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
人
は
こ
れ
を
熱
心
に
聴
き
、
師
の
解
釈

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の
部
分
を
ど
ち
ら
が

訳
し
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
く
ら
い
、
何
度

も
お
互
い
の
訳
稿
に
手
を
加
え
、
推す
い
こ
う敲

を
重
ね

な
が
ら
、
二
年
程
か
け
て
日
本
語
に
訳
し
ま
し

た
。こ

う
し
て
翻
訳
さ
れ
た
文
章
は
、
一
九
一
九

年
一
月
か
ら
、
翌
年
の
三
月
に
か
け
て
、
同
人

誌
『
玫
瑰
珠
（
ろ
ざ
り
よ
）』
の
中
で
連
載
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
一
九
二
二
年
一
〇
月
に
は
、

辰
野
隆
・
鈴
木
信
太
郎
の
共
訳
と
し
て
、
白
水

社
か
ら
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
序
文
を
寄

せ
た
エ
ッ
ク
と
森
鷗
外
は
、
二
人
の
フ
ラ
ン
ス

の
語
学
や
歴
史
、
文
学
に
対
す
る
造ぞ
う

詣け
い

の
深
さ

や
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
親
し
み
や
す
い
訳
文
を
賞

賛
し
て
い
ま
す
。『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ュ
ラ
ッ

ク
』
は
そ
の
後
、
一
九
二
五
年
に
春
陽
堂
で
再

版
さ
れ
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
新
潮

社
の
世
界
文
学
全
集
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
こ
の
作
品
は
、
一
九
三
一
年
に
帝
国
劇

場
で
の
上
演
を
筆
頭
に
、
一
九
三
四
年
に
は
新

宿
の
新
歌
舞
伎
座
で
、
一
九
三
五
年
に
は
、
日

比
谷
公
会
堂
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
戦

争
を
経
験
し
、
外
国
劇
な
ど
全
く
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
国
内
事
情
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
終

戦
後
の
一
九
五
一
年
に
初
め
て
文
学
座
が
三

越
劇
場
で
上
演
し
ま
し
た
（
②
）。
こ
の
公
演

は
一
か
月
を
超
え
、
ス
テ
ー
ジ
数
は
五
四
回
、

二
万
九
千
余
名
の
観
客
動
員
の
記
録
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
文
学
座
で
は
そ
の
後
も
度
々
の
上

演
を
重
ね
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
の
創

立
七
〇
周
年
の
時
に
は
、
二
三
年
ぶ
り
に
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
こ
の
戯
曲
が
上
演
さ
れ
る
の
が
い
つ
に

な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
折
に
は
劇

場
に
て
、
俳
優
演
ず
る
シ
ラ
ノ
の
美
し
い
詞
こ
と
ば

に

耳
を
傾
け
て
み
た
い
も
の
で
す
。（

郷
土
　
古
賀
）

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

鈴
木
信
太
郎
の
処
女
出
版

エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン  

著

辰
野
隆
・
鈴
木
信
太
郎  

共
訳

第
８
回　
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ュ
ラ
ッ
ク
』

　「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
補
巻
、
大
修
館

書
店
、
一
九
七
三
年
／
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
誕
生
』

鈴
木
道
彦
著
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年

①エドモン・ロスタン著『シ
ラノ・ド・ベルヂュラック
（Cyrano de Bergerac）』
辰野隆・鈴木信太郎共訳、
白水社、1922年

②文学座８月公演パンフ
レット、エドモン・ロスタ
ン著『シラノ・ド・ベルジュ
ラック』辰野隆・鈴木信
太郎共訳、1951年8月8
日～ 9月2日、三越劇場
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【
江
戸
川
乱
歩
邸
で
の
お
酒
の
付
き
合
い
】

飛
鳥

　（
私
は
）
あ
ん
ま
り
作
家
の
人
と
付
き

合
っ
て
い
な
い
か
ら
。
乱
歩
さ
ん
の
家
の
隣
に

い
た
か
ら
、
た
ま
に
隆り

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
乱
歩
の
ご

子
息
）
の
奥
さ
ん
の
静し

ず
こ子

さ
ん
が
「
皆
さ
ん
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
。」
と
呼
ん
で
く
れ
る
。

―
―
声
を
か
け
て
下
さ
る
の
で
す
ね
。

飛
鳥

　
乱
歩
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
来
る
人
は
、
当

時
探
偵
小
説
の
う
ん
ち
く
が
非
常
に
あ
る
人
な

ん
で
す
。
そ
れ
で
う
ん
ち
く
を
ね
、
し
ゃ
べ
る

わ
け
。
と
う
と
う
と
。
こ
っ
ち
は
聞
い
た
っ
て

何
言
っ
て
る
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
。
主
に
外
国

の
作
家
の
作
品
と
か
な
ん
と
か
ね
。
も
う
だ
い

ぶ
昔
だ
か
ら
う
ろ
覚
え
だ
け
ど
。
そ
ん
な
こ
と

を
話
し
て
る
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
僕
は
全
然
そ

れ
が
分
か
ら
ん
か
ら
ね
、
た
だ
ひ
た
す
ら
座
っ

て
承
っ
て
い
る
だ
け
。
ま
あ
こ
れ
は
随
分
来
た

わ
け
で
は
な
く
て
だ
い
た
い
五
人
前
後
だ
っ
た

か
な
。

【
江
戸
川
乱
歩
の
人
柄
に
つ
い
て
】

飛
鳥

　「
と
に
か
く
自
分
が
面
白
い
も
の
を
書

き
な
さ
い
。」
と
。「
自
分
が
面
白
い
と
思
わ
な

い
も
の
は
人
が
面
白
く
思
う
わ
け
が
な
い
。
自

分
が
面
白
い
と
思
っ
た
っ
て
、
他
の
人
は
面
白

い
と
思
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
運
だ

よ
。
運
だ
か
ら
君
の
責
任
じ
ゃ
な
い
。」
っ
て
言

う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、「
一
般
の
大
衆
の
好

む
も
の
と
自
分
の
好
む
も
の
が
合
っ
て
る
か
ど

う
か
と
い
う
の
は
そ
れ
は
運
な
ん
だ
と
。
合
っ

て
り
ゃ
売
れ
る
。
合
わ
な
き
ゃ
売
れ
な
い
。」

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
売
れ
る
本
を
書
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

て
、
自
分
の
い
い
も
の
、
面
白
い
も
の
を
追
求

し
ろ
と
い
う
方
な
の
で
す
ね
。

飛
鳥

　
そ
う
そ
う
。
割
と
リ
ア
リ
ス
ト
な
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
る
時
ね
、
乱
歩
邸

だ
っ
た
か
な
、
若
い
マ
ニ
ア
の
人
が
二
人
ほ
ど

来
て
、「
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
探
偵
小
説

の
同
人
雑
誌
を
作
り
た
い
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。」
っ
て
乱
歩
さ
ん
に
伺
い
を
立
て
た
。

た
ま
た
ま
僕
は
そ
こ
に
い
た
ん
で
ね
。
乱
歩
さ

ん
が
言
う
の
は
、「
結
構
な
話
だ
け
ど
、
一
冊

目
は
必
ず
出
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
二
冊
目
が
出

る
か
ど
う
か
が
問
題
な
ん
だ
。」
っ
て
ね
。
続

け
ら
れ
る
か
が
問
題
だ
っ
て
。
そ
れ
は
難
し
い

よ
っ
て
言
っ
て
た
の
。

―
―
飛
鳥
先
生
か
ら
見
て
乱
歩
さ
ん
は
ど
う
い

う
方
で
し
た
か
。

飛
鳥
　
や
っ
ぱ
り
ね
、
そ
う
い
う
温
か
い
人
で

す
ね
。
温
か
く
て
、
よ
う
す
る
に
リ
ア
リ
ス
ト

な
と
こ
ろ
も
あ
る
し
。
探
偵
小
説
が
好
き
、
そ

れ
で
作
家
を
育
て
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
非
常

に
強
い
。
だ
か
ら
探
偵
小
説
こ
そ
あ
の
方
の
世

界
だ
よ
ね
。
ま
あ
随
分
皆
世
話
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。
僕
な
ん
か
一
番
世
話
に
な
っ
た
方
か

も
し
れ
な
い
け
ど
。
具
体
的
に
、
あ
あ
し
ろ
、

こ
う
し
ろ
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
何
と
な

く
育
て
て
く
れ
る
。

【
ご
自
身
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
】

―
―
締
切
で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

飛
鳥

　
い
や
、
割
と
僕
は
計
画
的
だ
か
ら
。
ま

あ
そ
れ
が
理
科
系
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
時
間
を

ち
ゃ
ん
と
計
っ
て
書
い
て
た
か
ら
。
そ
う
ね
ぇ
。

ど
う
い
う
も
の
を
書
く
か
苦
労
し
た
こ
と
は
あ

ん
ま
り
覚
え
て
な
い
け
ど
も
。
ま
あ
、
あ
ん
ま

り
締
切
を
遅
れ
た
っ
て
こ
と
は
な
か
っ
た
ね
。

割
と
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
た
ね
。

―
―
創
作
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
か
。

飛
鳥

　
な
い
。
今
思
い
出
す
と
、
若
い
頃
に
探

偵
小
説
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
色
々
な
小
説
を
読

ん
だ
。
森も

り
お
う
が
い

鴎
外
と
か
、
あ
と
志し

が賀
直な

お
や哉

が
好
き

だ
っ
た
。
あ
れ
の
文
章
が
い
い
な
と
思
っ
て
、

憧
れ
て
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
俳
句
み
た
い
に

さ
、
全
部
を
書
か
な
い
で
読
者
に
想
像
さ
せ
る

と
か
ね
。
　
　
　
　
　
　（
括
弧
内
は
稿
者
補
）

去
る
一
〇
月
一
一
日
、
文
学
・
マ
ン
ガ
分
野

で
は
、（
仮
称
）
芸
術
文
化
資
料
館
開
設
準
備

の
一
環
と
し
て
、
探
偵
小
説
家
で
あ
る
飛
鳥 

高
氏
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

飛
鳥
氏
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

二
月
一
二
日
に
山
口
県
に
生
ま
れ
、
探
偵
小

説
雑
誌
『
宝
石
』
の
第
一
回
懸
賞
募
集
に
入

選
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
、
入
選
作
の

「
犯
罪
の
場
」
が
同
誌
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
建
築
技
師
で
も
あ
っ
た
飛

鳥
氏
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
結
婚

を
機
に
豊
島
区
池
袋
に
転
居
し
ま
す
が
、
そ
の

場
所
は
偶
然
に
も
江え

ど
が
わ

戸
川
乱ら

ん
ぽ歩

邸
の
隣
で
し
た
。

そ
の
後
、
戦
後
の
仮
住
ま
い
と
し
て
同
地
で
約

一
五
年
生
活
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
の
一
部
を
抜

粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、
聞
き
取
り
調
査

の
ご
く
一
部
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
後
は

常
設
展
示
な
ど
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
飛

鳥
先
生
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
学
・
マ
ン
ガ
　
安
達
）

探
偵
小
説
家
・
飛
鳥 

高
先
生
に
聞
く

あ
す
か
た
か
し

飛鳥 高氏（2016年10月11日撮影）
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〝
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
〞
と
い
う
昔
話
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
古
道
具
屋
が
、
茶
を
淹
れ
よ

う
と
商
品
の
茶ち

ゃ
が
ま釜

に
水
を
入
れ
火
に
か
け
る

と
、
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
茶
釜
が
「
熱
い
！

熱
い
！
」
と
し
ゃ
べ
り
だ
し
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら

の
手
足
や
尻
尾
が
生
え
て
き
ま
し
た
。
茶
釜
の

正
体
は
狸
が
化
け
た
も
の
で
、
火
の
熱
さ
に
堪

ら
ず
姿
を
現
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
古
道
具

屋
は
、
半
分
だ
け
茶
釜
に
化
け
た
ま
ま
元
の
姿

に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
狸
を
哀
れ
に
思

い
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と

狸
は
「
見み

せ
も
の

世
物
小
屋
を
作
れ
ば
芸
を
し
て
み
せ

ま
し
ょ
う
」
と
言
う
の
で
、
古
道
具
屋
が
そ
の

通
り
す
る
と
、
狸
が
綱
渡
り
な
ど
を
披
露
し
て

見
世
物
小
屋
は
大
盛
況
。
そ
の
お
か
げ
で
古
道

具
屋
は
大
層
豊
か
に
な
っ
た
、
と
い
う
お
話
で

す
。
こ
の
昔
話
の
元
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
伝

説
に
登
場
す
る
茶
釜
が
、
群
馬
県
館
林
市
の
茂

林
寺
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
」
と
い

う
語
り
口
で
始
ま
る
昔
話
に
は
、
様
々
な
人
、

動
物
、
そ
し
て
道
具
が
登
場
し
ま
す
。
昔
話
が

面
白
い
の
は
、
人
々
の
生
活
の
な
か
で
実
際
に

使
わ
れ
て
い
る
道
具
が
、
お
話
に
親
近
感
を
わ

か
せ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
資
料
館
に
は
、
こ
の
よ
う
な
昔
話
に
登

場
す
る
道
具
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
①
の
茶
釜
も
そ
の
一
つ
で
す
。
茶
釜
は
、〝
ぶ

ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
〞
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

茶
を
た
て
る
と
き
に
湯
を
沸
か
す
た
め
の
道
具

で
す
。
茶
道
具
の
一
種
な
の
で
、
鑑
賞
の
対
象

で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
で
も
、
茶
会
の
席
な
ど

で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
姿
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
錆さ

び

に
よ
り
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
写
真
①
の
茶
釜
に
も
、
表
面
に
草
花

模
様
の
よ
う
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
観
る
楽
し
み
も
味
わ
え
る
道
具
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
本
体
表
面
拡
大
、
写
真

②
・
③
）。
本
体
部
分
は
鋳い

も
の物

で
、
木
製
の
蓋

は
一
部
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
取
手
が
三
又
に

な
っ
て
い
る
珍
し
い
形
状
で
す
。
鐶か

ん
つ
き付

と
呼
ば

れ
る
釜
を
持
ち
上
げ
る
た
め
の
輪
が
二
つ
付
い

て
お
り
、
底
に
は
実
際
に
火
に
か
け
て
い
た
と

思
わ
れ
る
黒
く
焦
げ
た
炭
の
跡
も
見
ら
れ
ま
す
。

茶
釜
に
は
様
々
な
形
状
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

写
真
①
の
茶
釜
に
は
、
米
を
炊
く
た
め
の
釜
の

よ
う
な
大
き
な
羽
が
あ
り
、
風ふ

ろ炉
の
火
の
熱
を

逃
が
さ
な
い
機
能
性
も
兼
ね
備
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

茶
釜
の
多
く
は
金
属
で
あ
る
た
め
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
ど
う
し
て
も
錆
び
や
す
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ひ
び
割
れ
や
表
面
の
剥
離
な

ど
が
な
い
か
、
劣
化
や
破
損
が
あ
る
場
合
は
ど

の
よ
う
な
保
存
処
理
を
す
る
の
か
、
古
い
道
具

を
多
く
収
蔵
す
る
う
え
で
、
郷
土
資
料
館
が
考

え
て
い
く
べ
き
重
要
な
こ
と
で
す
。
道
具
を
大

切
に
し
て
い
れ
ば
、
や
が
て
こ
の
茶
釜
も
火
に

か
け
た
と
き
、
尻
尾
が
生
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
郷
土
　
岩
﨑
）

『
か
た
り
べ
』
一
二
二
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
今
年
も
い
よ
い
よ
最
後
の
月

を
迎
え
ま
し
た
。

先
日
開
催
し
ま
し
た
豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
開
設
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
第
五
弾 

豊
島

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
座
に
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛
況
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
る
一
二
月
一
六
日
よ
り
、
豊

島
区
役
所
三
階
北
側
廊
下
に
て
、「
駒
込

染
井
の
植
木
屋
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
江

戸
の
緑
地
空
間
を
支
え
る
植
木
屋
た
ち
の

姿
を
紹
介
し
、「
区
の
木
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
桜
の
品
種
の
一
つ
で
あ
る
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
に
つ
い
て
、
そ
の
由
来
と
研
究
動

向
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
近
で
は
、
昔
住
ん
で
い
た
場
所
や
詳

細
な
住
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
が

増
え
て
お
り
、
古
地
図
を
片
手
に
豊
島
区

に
訪
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
こ

う
い
っ
た
件
は
、
郷
土
資
料
館
（
豊
島
区

南
大
塚
2

－

36

－

2
）
に
お
尋
ね
い
た
だ

け
れ
ば
、
す
べ
て
の
住
所
を
特
定
で
き
る

わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
豊
島
区
ゆ
か
り

の
資
料
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
（
編
集　

髙
木
）

編 

集 

後 

記

・
2016年12月2日

・
豊島区立郷土資料館
（休館中）
・

東京都豊島区西池袋2-37-4
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